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福島第一原子力発電所事故後の外部被ばく線量に基づく 3地域における小児甲状腺がん有病率の比較：

福島県県民健康調査 

 

2011年 3月 11日に東日本大震災が発生し、その後、福島第一原子力発電所の原子力事故が起こりま

した。放射線と甲状腺がんとの関連は既に多数報告されていることから、今回、放射線事故後の外部被

ばく線量と小児甲状腺がん有病率との関連を検討しました。 

福島県県民健康調査の先行検査（2011年 10月～2015年 6月）を受診された 18歳以下の男女 30万

476人を対象として横断的に調査を行いました。県民健康調査における基本調査の個人の外部被ばく線

量の結果をもとに、福島県を 3つの地域（外部被ばく線量が 5ミリシーベルト以上の方が 1％以上いる

地域：グループ A、外部被ばく線量が 1ミリシーベルト以下の方が 99.9％以上の地域：グループ C、そ

れ以外の地域：グループ B）に分けた上で、最も線量が低い地域（グループ C）に対する甲状腺がんの

有病率を性、年齢を調整したうえでロジスティック分析によりオッズ比（危険度）を算出しました。 

同様に内部被ばく線量が考慮されたWHO（世界保健機関）の被ばく線量分析の結果に基づいて分類し

た 3地域でもオッズ比を算出しました。さらに、甲状腺検査と基本調査を共に受けられた 12万 9321人

について、個人の外部被ばく線量と甲状腺がん有病率との関連を分析しました。 

 

甲状腺がんの有病率を地域別にみると、最も線量が高いグループ Aでは 10万人あたり 48、グループ

Bでは 10万人あたり 36、最も低いグループ Cでは 10万人あたり 41でした。グループ Cに比べた甲状

腺がんを有することの性、年齢調整オッズ比はグループ Aで 1.49 (95％信頼区間：0.36–6.23) 、グルー

プ Bで 1.00 (95％信頼区間：0.67–1.50)であり、甲状腺がん有病率に地域差はみられませんでした。同

様に、WHOの推計値に基づいた地域分類と甲状腺がん有病率との関連についても有意な関連はみられま

せんでした。 

 

 

また、原子力発電所事故から甲状腺検査までの期間と甲状腺がん有病率との関連を全体および地域別

に検討したところ、検査までの期間と甲状腺がん有病率との間には関連はみられませんでした。さらに、

個人の外部被ばく線量と甲状腺がん有病率との関連を検討した結果、外部被ばく線量が 1ミリシーベル

ト未満、1ミリシーベルト以上 2ミリシーベルト未満、2ミリシーベルト以上における甲状腺がんの割合

はそれぞれ 0.05％、0.04％、0.01％でした。外部被ばく線量が 1mSV未満の人に対する、1ミリシーベ

ルト以上 2ミリシーベルト未満、2ミリシーベルト以上の人の甲状腺がんを有することの性、年齢調整オ

ッズは、それぞれ 0.76（95％信頼区間：0.43－1.35）、0.24（95％信頼区間：0.03－1.74）であり、個人

の外部被ばく線量と甲状腺がん有病率との関連はみられませんでした。 

 

以上の結果より、福島県における震災後 4年間にわたる調査において、外部被ばく線量と甲状腺がん

有病率との有意な関連はみられませんでした。今後、追跡調査によってさらに検討する必要があります。 
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Table. Age- and sex-adjusted odds ratios (ORs) and 95% confidence intervals (CIs) of thyroid cancer according to location group by first 

4-month external radiation doses estimated by The Fukushima Health Management Survey. 

          

 Group Aa   Group Bb   Group Cc   

N 4,192    213,564    82,720    

Women, % 50.5    49.4    49.8    

Age at the time of the nuclear accident, year (SD) 9.4 (5.4)   9.0 (5.1)   8.6 (4.8)   

Age at the time of screening, year (SD) 10.2 (5.4)   10.6 (5.1)   11.2 (4.9)   

Duration from the time of the nuclear accident to 

the time of screening, year (SD) 

0.8 (0.6)   1.7 (0.7)   2.6 (0.5)   

No. of cases 2    76    34    

Prevalence proportion per 100,000 people 47.7    35.6    41.1   

Crude OR (95%CI) 1.16  (0.28-4.83)  0.87  (0.58-1.30)  Reference  

Age- and sex-adjusted OR (95% CI)d 1.49  (0.36-6.23)  1.00  (0.67-1.50)  Reference  

Multivariable-adjusted OR (95% CI)e 1.01  (0.22-4.63)  0.82  (0.51-1.34)  Reference  

aThe group of the proportion of exposed external radiation >=5mSv is more than or equal to 1 %.     

bThe group of the proportion of exposed external radiation >=5mSv is less than 1% and =<1mSv is less than 99.9%.  

cThe group of the proportion of exposed external radiation =<1mSv is more than or equal to 99.9%.  

dAdjusted for age at the thyroid examination and sex, SD; standard deviation, OR; odds ratio, 95%CI; 95% confidence interval.   

eAdjusted for age at the thyroid examination, sex, and duration from the nuclear accident to the thyroid examination.  
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